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前原市板持

平成9年3月4日（火）. 5日（水）調査

博士課程1年朱雀信城

学部3年山口るみ

学部2年福島由紀子

聞取協力者板持（東組）川野しげ子氏（昭和5年生）、（中組）河野寅助氏（明治35年生）、

（中組）河野徳三郎氏（大正8年生）、（弘田）鯉川 友吉氏（大正14年生）

〔担当地区の概要〕

板持は、雷山山系より糸島平野を流れ今津湾にそそぐ瑞梅寺川の下流域に位置する。南は高田、西は

志登、北は福岡市西区太郎丸、東は福岡市西区周船寺にそれぞれ接する。地区内に丘陵地等はなく、平

地で、集落を除けばほとんどが田圃であるO

当地の史料上の初見は古く、『小右記』紙背文書の寛仁3(1019）年7月13日付の太宰府解、および、

内蔵石女等解に「安楽寺所領板持庄」として見え、 11世紀にはすでに板持庄が太宰府安楽寺の所領であっ

たことが知られる (1）。板持庄は非常に古くから開けた土地であった。この内蔵石女は、「板持之住人」

であり、万伊の入定により捕虜として連れ去られたが、高麗で助けられ対馬島判官代長率諸近に伴われ

て本国へ帰還した。この解状はその時の報告書であるO なお、板持地区には条里制の名残と考えられて

いる（ 2）「四ノ坪J～「十ノ坪」の小字も残っているO

鎌倉期の当庄の様子を示す史料は管見の限り見えないが、南北朝期には安楽寺領として見え、当庄に

「吉富名」という名が存在したこと、今川了俊によって半済を受けていたことなどが分かる（3）。また、

室町期には安楽寺公文所が御祭田楽酒直を賦課されたり、盆供米井夏作物等の弁済を命じられたりして

いる（ 4）。

戦国期には、天文3(1534）年には大内義興から天満宮領板持庄六十町の内三十町分を留守職小鳥居

氏が寄進されている（5 ）。この後、天正15(1587）年には、太宰府安楽寺天満宮領筑前国内当留守知

行分の計百九十町のうち「志摩郡 一所板持庄 三拾町」とあり大鳥居氏に所有権が移動していること

が確認される（6）。

また、同庄には僅かながら志賀海神社領も存在した。年未詳10月23日付志賀海神社領目録には「一糸

郡之内板持村弐町灯明田」とあり、板持に志賀海神社の灯明田が二町存在したことが分かる（7）。

大永2(1522）年には是松太郎が所有する「板持之天満宮領之内東江壱段大」を、朱雀上総守種久の

所有する「穂之毛くほた」と「のふとく名目壱段、屋敷壱段合弐反」とを間で土地を相博している（8）。

「のふとく名」は、瑞梅寺川の右岸に位置し、大字板持に隣接する大字国尻字能徳に比定できるO また、

「穂之毛くほた」は瑞梅寺川右岸（現在は河川改修工事のため左岸に位置）でやはり大字板持に隣接す

る大字高田字久保田に比定できるであろう。朱雀氏は近世に板持村の庄屋となる家であり、「にしけご

一所五反半板持ノ内 朱雀主税助」（9）ほか、板持周辺部に所領を有していた（10）。

一方の是松氏は、板持村に隣接する高田村の庄屋となる家であり、上記以外にも「とくほう 一所五

反 板持之内 是松孫太郎給」（11）と見えるほか、板持およびその周辺部に所領を有していた (12）。

最後に、近世・近代の地積、および、石高に関する記述をまとめておく。
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年 月 日 田（畝．歩） 畠（畝．歩） 田の石高／畠の石高（石） 出 典

天正19(1591) . 3 . 23 7332.00 496.20 ／ 志摩郡田畠検地帳(13)

慶長3、(1598）.正.11 888.36 志摩郡石田治部少輔様御時物成(14)

慶長7・8年頃(1602～1603）カ 5547 .15 430.21 857.426/ 30.934 筑前国田畠之高村々指出前之帳(15)

慶長年間(1596～1615）カ 1595余 慶長年間筑前国図(16)

元禄14(1701).6 1389余 元禄十四年筑前図（17)

正保年間（1644～1648) 1789余 正保年間筑前国図(18)

天保5(1834) 1799.132 天保五年筑前各郡村石高帳(19)

天保8(1837) 10387 .19 594.17 1748.7741/50.3579 板持村田昌名寄帳（20)

明治2(1869) .2 8630.26 399.23 1441.0185/49.796 志摩郡板持村明細帳（21)

明治8(1875) .3 10869.09 255.09 ／ 地所取調帳（22)

明治12(1879).11.18 10480.13 501.23 1748.7741/50.3579 福岡県地理全誌（23)

昭和11(1936).9 11466.04 579.03 ／ 板持土地台帳（24)

各出典史料の性格や計測方法の違い等について詳細に検討する余裕はないので、ここでは板持村に関

する地積・石高に関する史料の数値を列挙するにとどめた（25）。史料年代の批判等も含めて、近世・

近代における板持の地積・石高の変化と開発の有りようについては今後の課題である。ただ、全体とし

て田が増加していく傾向は指摘しておいてよいだろう。近世期に開発が行われただろうことは推測され

うる。ちなみに、板持村の北部の弘田は、弘化年間 (1844～48）に開発された土地であるという。

〔景観〕

現在では、板持は本村の他に、田崎、弘田、若宮の集落を有しているが、このうち、田崎、弘田は近

世になってから、若宮は戦後になってから形成された集落である。よって、本村、すなわち、現在の字

古川、養老を中心に景観の復元を試みる。

朱雀氏の本家は、村のほぼ中央、老松神社の北側に隣接していた。この周辺については秀村選三氏が

論文執筆当時の景観を図示されており（26）、同時に聞き取りも行っておられるので参考になる。

朱雀氏本家は秀村氏によると「八反屋敷」と呼ばれたとのことであるが、今回の聞き取り調査では、

北側の田を合わせて「一町屋敷」と呼ばれていたそうである。また、朱雀氏本家周辺の堀は、秀村氏は

当時残存していた北側の堀と西側の堀の一部を図示されているだけだが、今回の聞き取りでは、屋敷地

の東北西の三面を取り囲んでいたそうである。この北側に位置する堀は幅5メートルほどあり、ぬかる

むような土であった。屋敷地にはヤネと呼ばれる防風林があり、カベは五段のカベであった。屋敷地内

部（現在は家の周囲が売却されたため屋敷地外になった）には、東南の隅に五輪塔、宝鑑印塔、板碑を

有する。このうち、五輪塔は以前は堀のそばにあったというが、ある時期移動され、現在の位置に置か

れた。また、宝優印塔および板碑は全部で13有り、「ジュウサンタイ」と呼ばれているそうである。堀

の水は出入りがあり、）｜｜の水によって増減した。老松神社境内の「厳島社」（秀村氏の図では「弁財天」）

の周囲にも池があり、その水も川の水によって増減したので、おそらくは川と池と堀とは地下でつながっ

ていたものであろうということであるO 堀・ヤネ・カベは宅地化されたため現存しない。また、「厳島

社」の周囲の池も現在は埋め立てられている。

「板持は堀とヤネばっかり」といわれるほど、板持は薮と堀とが多かったそうである。現在、高嶋家

にその一部が残存しており、「養老のヤネ」と言われる。この家は道（古くは川、川が改修されてもと
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は川であった場所に道ができた）に面して土塁が存在するが、これは堤防の跡であるという。この堤防

跡は昔は老松神社の南側まで存在したO

ヤネは板持中にもう 1ヶ所存在した。朱雀氏本家から臨済宗妙心寺派荘厳寺をはさんで南東に位置す

る旧朱雀正雄氏宅である（現在は板持内の別の地に移転）。ここにも北東の二面に堀がめぐらされてい

た。この家を「カミヤ」あるいは「カミヤシキ」と呼んでいたそうであるO これは、「板持村田畠名寄

帳」の「神屋敷」に比定できるであろうか。なお、同史料によれば、「神屋敷」には居屋敷4軒が存在

するO

現在老松神社に合記されている八龍神社は、もとは旧朱雀正雄氏宅の北側、荘厳寺の西側に位置して

いた（近年まで、同地に洞があった）。現地では「オハチロウサマ」と呼ばれている。この八龍神社は

朱雀氏の神社であり、現在も朱雀氏によって春におこもりが行われている。なお、八龍神社は「志摩郡

板持村明細帳」では「上かいそヘ」に所在する。また、「板持村田畠名寄帳」では、荘厳寺の居屋敷を

「上かいそヘ」に在るとしているO よって両者の辺りを「上かいそヘJに比定できょう。

現在、地蔵堂が字養老に所在する。『筑前国続風土記附録』には村内に地蔵堂が「ジホウシ（＝地宝

寺）」と「ウメマツヤシキ」の2ヶ所存在したことを示すが、このいずれかに該当するのであろう。こ

の地蔵堂のそばには、五輪塔、宝箆印塔のごく一部が乱積みされている（27）。

板持には堀やヤネを有している屋敷が存在した。また、朱雀氏は戦国期頃より在地領主として史料上

に散見され、近世初期にはすでに数家に分立していたと言われている（28）。屋敷が有する堀は屋敷の

南側には残存していない。これは南側には川が存在したことによる。自然地形を利用しながら川の湾曲

した部分から取水して屋敷の周囲に堀をめぐらせる在地領主の屋敷地の様子をここから看取できょう。

〔耕地〕

本項では、天保8(1837）年の「板持村田畠名寄帳」および聞き取り調査より、近世板持村の耕地の

復元を試みる。

この名寄帳から、地積を表化してまとめたものが別表1である。明治8(1837）年の「地所取調帳」

も表化し、別表2にまとめておいたので、併せて参照されたい。なお、史料および聞き取り調査により

抽出した小地名については別表3にまとめ、これについてのコメントは次節にて行っている。

是松茂男氏は広田付近の条里遺構を復元した際、四ノ坪から十ノ坪までの各坪の地積が1町歩に近い

ことを指摘された（29）。別表1に見えるように、他の小地名においても 1町前後のものが多く存在す

るO これらの小地名も多くは条里遺構に沿って設定された可能性がある。条里遺構を示す坪の付く地名

は、南側（川の上流）の井田・波多江地区にも残存し、その条里復元と矛盾しないので、板持地区にも

条里遺構がかなり残存していたとみてよいであろう。

川の右岸に比定可能な小地名は全部で12ある（30）。そのうち、上田が存在するのは池尻・若宮・土

穴の3ヶ所である。若宮はもとは古い橋のたもとあたりにあったと言われており、池尻も川沿いの地域

である。この2ヶ所には畠も存在する。川沿いにはその他扇田・前田が存在したと考えられるが、いず

れも中田であり、地味は悪くない。一方、むた、むた田は湿地帯であり、良い土地ではなかったO その

南に位置するであろう木ノ元、柏町も地味が低い。これらより、川の右岸は川沿いには一部よい田畠が

広がっていたが、それより東側には湿地帯が広がり、良い土地ではなかった。

川の左岸に比定できる小地名は全部で37ある（31）。このうち、塩屋・鶴町は板持の最も北に位置し、

地味はよくない。鶴町は土地が低く、湿地帯であったそうである。

さらにその南側の地域を見てみると、北側の七ノ坪は下田、そのすぐ南の八ノ坪は中田、さらに九ノ
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坪・十ノ坪は中田と上田となっているO その西の筋では、北側の六ノ坪は下回、五ノ坪・四ノ坪・二ノ

町は中田、市ノ町は上田、というように、各筋毎に北から南へいくほど等級が高いという傾向がある。

これらは、濯瓶と関係するのかも知れない。

別表2の明治8年「地所取調帳」を見ると、字古川と字養老が宅地の中心であることが分かる。この

傾向は天保期もそうで、居屋敷71軒のうち古川と養老とで27軒を占める。現在においても宅地の中心は

古川と養老であるO

板持の集落の中心は川の左岸の字古川・字養老地区であった。なかでも、朱雀氏本家、分家、老松神

社等が存在する字古川が中心であっただろう。板持のなかでも少し高く、畠の面積も大きい。そこから

北に行くに従い、土地が低くなってし1く。それと共に地味も低くなっていき、北辺には低湿地が広がっ

ていた。

別表1 「板持村田畠名寄張」（『朱雀文書』）

字名 田畠の面積 内 訳 備考

赤間町 畠 1.0.01 上畠 1.0.01 居屋敷
預り 田 4.0.09 上回 4.0.09
甘酒 田 0.1.00 上田 0.1.00
あみた免 田 3.0.13 上田 1.0.23

中田 1.2.20
下々田 0.7.00

安田町 田 9.0.29 中田 9.0.29
池尻 田 13.5.10 上田 10.4.14

中田 3.0.26
畠 0.0.28 中畠 0.0.28

石町 田 8.6.15 上田 8.6.15
市ノ町 田 8.0.23 上田 8.0.23
五日ひ田 田 3.8.12 上田 3.8.12
井出 田 1.3.07 上田 1.1.26 居屋敷 4

中田 0.1.11
畠 4.1.15 上畠 1.3.02

中畠 0.5.25
下畠 1.4.18
下々畠 0.8.00

いなき 田 8.0.07 中田 1.3.02
下回 6.7.05

いやよし 田 7.1.18 下回 7.1.18 
牛飼 田 1.8.19 上田 1.8 .19 

畠 0.4.00 上畠 0.4.00
梅春 田 1.4.26 上田 1.4.26
梅松 品 2.4.00 上畠 2.4.00 居屋敷 7
周囲 田 7.4.13 中田 7.4.13 
大てぎ 田 9.1.06 上田 9.1.06
大ノ田 田 1.9.23 下々田 1.9.23
大間 田 8.5.21 中田 8.5.21
おこなひ 田 6.2.18 上回 6.2.18
おさ田 田 1.1.15 上田 1.1.15
乙丸 田 1.9.02 上田 1.9.02 居屋敷 3

畠 3.0.20 上畠 2.4.25
中畠 0.1.00
下畠 0.4.25

かきゃね 田 0.2.25 上田 0.2.25 蒔物 1
畠 0.9.08 上畠 0.9.08

鍛治屋 田 17.2.13 中田 17.2.13
柏町 田 7.4.01 下々田 7.4.01
門田 田 9.9.07 上田 9.9.07 居屋敷 1

畠 0.2.00 上畠 0.2.00
かね付 田 7.1.00 下々回 7.1.00 
上飼そヘ 回 6.5.17 上田 5.5.03 田屋敷 3

中田 1.0.14 居屋敷 7
畠 1.4.28 上畠 1.4.28

字名 回畠の面積 内 訳 備考

上川原 田 1.4.12 中田 1.4.12
上敷町 田 2.9.12 上田 2.9.12
上花ノ木 田 9.4.13 中田 9.4.13
上深町 回 5.2.21 中田 5.2.21
神屋敷 回 1.5.00 上回 0.5.08 田屋敷 4

中田 0.9.22
畠 1.5.18 上畠 1.5.12

下々畠 0.0.06
上屋敷坪 田 6.9.25 上田 3.8.22

中田 3.1.03
かり分ケ 田 7.5.11 下回 7.5.11
川崎 田 7.3.19 上田 7.3.19 田屋敷 1

畠 0.0.05 上畠 0.0.05 居屋敷 1
川原 畠 0.3.18 下々畠 0.3.18
木ノ克 田 11.4.29 中田 0.8.25

下田 10.6.04
九ノ坪 田 9.1.16 上田 6.1.16

中田 3.0.00
くずし 田 15.2.06 上田 13.7.23

中田 1.4.13
口ノ坪 田 9.0.26 中田 9.0.26
くよミ 畠 0.7.05 上畠 0.7.05 居屋敷 3
蔵ノ克 回 7.0.01 上田 7.0.01

畠 1.6.19 中畠 0.5.13
下々畠 1.1.06

けふて 田 7.8.22 下回 0.9.00
下々田 6.9.22

古かの畠 畠 1.7 .20 上畠 1.7 .20 
御給 田 6.6.03 中田 6.6.03 田屋敷 3
九日川原 田 2.0.29 上田 1.4.14 蒔物 2

中田 0.6.15
五ノ坪 田 9.1.00 中田 9.1.00
崎田崎 田 1.9.02 中田 1.9.02
ニ角田 田 1.2.05 上田 1.2.05
二月田 田 6.9.11 上田 6.9.11

畠 2.6.28 下々畠 2.6.28
つや余 田 7.8.05 中田 7.8.05
塩屋 田 17.6.02 下回 17.6.02 居屋敷 1

畠 0.2.02 上畠 0.2.02
敷町 田 17.7 .16 上田 13.0.26 蒔物 3

中田 4.6.20
畠 0.4.09 下々畠 0.4.09

地蔵給 田 8.6.13 中田 6.2.05
下回 2.4.08

七ノ坪 田 8.9.25 下回 8.9.25
地宝寺 畠 0.6.08 上畠 0.6.08
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字名 田昌の面積 内 訳 備考 字名 田畠の面積 内 訳 備考

下かいそへ 田 1.6.10 上田 1.6.10 東口 田 5.1.08 上田 3.7.23
下川原 畠 0.8.06 中畠 0.1.03 中田 1.3.15

下畠 0.7.03
／ 

東八反田 田 9.8.18 下々田 9.8.18
下くすし 田 2.5.18 上田 2.5.18 びしゃ田 田 5.3.16 上田 5.3.16
下敷町 田 2.1.11 上田 2.1.11 火渡し 田 2.9.15 上田 2.9.15 居屋敷 8
下鶴町 田 2.4.23 下回 2.4.23 畠 1.3.075 上畠 0.9.075
下花ノ木 田 6.0.24 下田 6.0.24 下畠 0.4.00
下深町 田 7.4.23 中田 3.9.08 深町 田 5.0.04 中田 5.0.04

下回 3.5.15 二又 田 0.3.15 上田 0.3.15
下屋敷ノ坪 田 12.0.25 上田 12.0.25 仏生田 田 8.0.24 下回 4.3.23,
正ノ坪 田 10.0.02 中田 10.0.02 下々田 3.7.01
正町 田 6.1.09 中田 6.1.09 畠 0.0.20 下畠 0.0.20
四郎丸 田 16.5.27 下回 9.2.23 古川 田 2.2.20 上田 2.0.23 田屋敷 2

下々田 7.3.04 中田 0.1.27 居屋敷 1
杉ヶ冗 田 8.1.24 上田 8.1.24 畠 4.3.21 上畠 4.2.27 御蔵床 1
そたのフE 田 3.2.19 中田 3.2.19 下畠 0.0.24
外畠 畠 0.3.21 上畠 0.2.24 古屋敷 畠 1.4.01 中畠 1.4.01

下々畠 0.0.27 文畝町 田 7.5.11 下回 7.5.11 
田崎 田 8.4.01 上畠 6.2.23 ほうどふ 田 8.4.08 下回 8.4.08

中田 2.1.08 ほこ町 田 9.0.10 下々田 9.0.10
畠 2.2.29 上畠 1.6.26 堀ノフE 田 0.9.07 中田 0.9.07

中畠 0.6.03 本太郎 田 8.7.05 下回 8.7.05
七夕 田 2.2.23 上回 2.2.23 日IJ入町 田 10.1.28 中田 10.1.28
辻 田 2.9.15 上田 2.9.15 削田 田 9.2.00 中田 9.2.00
土穴 田 8.3.18 上田 1.1.13 前堀ノ冗 田 7.2.26 中田 7.2.26

下回 5.2.05 松田 田 8.5.00 中田 8.5.00
下々田 2.0.00 宮田 田 8.2.07 上田 4.7 .17 

っ、田 田 1.5 .12 中田 1.5 .12 中田 3.4.20
鶴町 田 18.4.13 下回 18.4.13 宮ノ後 畠 0.0.15 上畠 0.0.15
寺地 田 9.6.16 中田 9.6.16 向堀ノ克 田 4.9.19 下回 4.9.19
十ノ坪 田 9.0.01 上田 4.3.06 むた 田 16.6.11 下々田 16.6.11

中田 4.6.25 むた田 田 16.4.12 下回 3.4.20
とふめん 畠 1.1.16 上畠 0.9.08 下々回 12.9.22

中畠 0.2.08 村田 田 9.0.20 上田 4.0.20
とふろ免 田 0.6.01 上田 0.4.07 中田 4.2.20

中田 0.1.24 下回 0.7.10
中の坪 回 8.7.23 中田 8.7.23 元作 田 10.7.01 上田 1.4.06
長克 田 12.0.14 上回 7.6.10 中田 9.2.25

中田 0.2.08 屋敷坪 田 0.6.00 中田 0.6.00
名越 田 2.3.01 上田 2.3.01 柳井町 田 8.6.19 上田 3.2.00
西日 田 8.2.13 上田 8.2.13 中田 5.4.19
西けご 田 7.8.18 上田 7.6.23 養老 畠 4.6.14 上畠 3.8.05 居屋敷17

中田 0.1.25 中畠 0.2.00
西長克 田 4.2.12 上田 4.2.12 下々畠 0.6.09
西八反田 田 0.5.18 中田 0.5.18 田屋敷 1 横田 田 2.1.13 下々田 2.1.13
西福 田 8.1.25 上田 8.1.25 横花ノ木 田9.7.00 中田 7.4.18
二ノ町 回 6.3.17 中田 6.3.17 下回 2.2.12
のり貞 畠 1.0.24 下畠 1.0.24 よわす 田 7.7.24 上田 7.7.24
箱田 田 8.0.24 下回 8.0.24 四反田 田 8.1.25 下回 8.1.25
橋ヶ克 田 5.5.00 上田 5.5.00 四ノ坪 田 8.8.19 中田 8.8.19

畠 0.4.27 中畠 0.4.27 六ノ坪 田 9.1.21 下回 9.1.21
はぜ町 田 11.4.04 上田 2.1.11 若宮 田 1.3.21 上田 1.3.21 居屋敷 3

中田 9.2.23 畠 0.4.195 上畠 0.4.195
畠廻り 田 2.2.20 上田 2.2.20 計 田 1038.7.19上田 285.2.10 居屋敷71
八ノ坪 田 7.8.15 中田 7.8.15 中田 290.2.13 田屋敷18
八龍免 田 16.7.01 上田 15.0.10 蒔物 1 下回 172.7.23 蒔物 7

中田 1.1.07 下々田 93.0.26 御蔵床 1
下回 0.5.14 荒 197.4.07 

畠 6.9.23 上畠 0.9.24 日白ヨ 59.4.17 上畠 28.0.195
中田 3.4.28 中畠 8.9.00 
下畠 2.5.01 下畠 6.0.02 

八反田 田 11.5.09 上回 0.5.18 田屋敷 8 下々畠 6.2.215 
中田 6.6.00 荒 10.2.00 
下々田 4.4.21

はりかへ 田 2.0.03 上田 2.0.03
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別表2 明治8年地所取調帳

字名 田畠の面積 内 訳 備考

預り 田： 5.6.20 1等 2.1.14 
2等 3.5.06 

池尻 田： 35.3.19 1等 5.1.15 墓地
2等 6.9.17 0.0.24 
3等 3.9.06 
4等 11.5.28 
5等 4. 7 .15 
7等 2.9.28 

畠： 1.5.09 1等 1.2.24 
2等 0.2.15 

内田 田： 32.1.12 2等 7.9.06 
3等 24.2.06 

扇田 回： 39.6.0 2等 1.5.09 
3等 7.8.26 
4等 6.1.12 
5等 10.5.29 
7等 13.3.18 
9等 0.0.26 

畠： 0.2.24 2等 0.2.24 
買添 田： 55.3.19 3等 30.1.26 墓地

5等 5.1.23 0.3.12 
畠： 1.7 .27 1等 1. 4 .15 

2等 0.2. 0 
3等 0.1.12 

柏町 田： 42.0.02 8等 39.2.14 
9等 2. 7 .18 

基之克 田： 32.3.18 7等 28.1.22 墓地
8等 4.1.26 0.2.15 

九ノ坪 田： 29.8.16 3等 0.0.09 宅地（12件分）
5等 6.7.12 6.9.18 
6等 11.2.11 墓地
7等 11.8.14 0.0.18 

畠： 1.6. 21 3等 1.6.21 
蔵ノ克 田： 48.0.08 2等 13.0.15 

3等 4.5.03 
5等 29. 7 .17 
8等 0.5.03 

畠： 2.1.20 1等 0.4.06 
2等 0.9.29 
3等 0.5.15 

荒地： 1.8.23
塩屋 田： 52.5.21 5等 10.8.16 

6等 21.4 .18 
7等 20.0.17 

四郎丸 田： 40.1.22 8等 10.6.06 
9等 29.5.16 

田崎 回： 35.0.23 2等 4.1.08 宅地（7件分）
3等 12.4.08 4.6.27 
5等 18.5.07 

畠： 1.2.15 2等 0.8.12 
3等 0.4.03 

鶴町 田： 39.8.10 7等 14.6.01 
8等 25.2.09 

十ノ坪 田： 31.7 .04 3等 10.0.17 
4等 10.3.02 
5等 21.3.15 

西口 田： 61.3.07 2等 24.6.21 
3等 27.2.02 
4等 9.4.14 

西福 田： 42.4.14 2等 8.6.25 
3等 18.8.22 
4等 4.6.07 
5等 10.2.20 

字名 田昌の面積 内 訳 備考

八ノ坪 田： 79.1.19 7等 23.0.25 
8等 39.6.02 
9等 16.5.22 

八龍免 田： 33.2.02 1等 3.7.18 墓地
2等 28.2.12 0.2.03 
3等 1.2.02 

畠： 3.9.09 1等 1.5.24 
2等 1. 7 .06 
3等 1.6.09 

花ノ木 田： 34.8.12 3等 3.1.24 宅地（4件分）
5等 13.4.02 1.6.15 
6等 11.6.21 墓地
7等 16.5.25 0.0.27 

東口 田： 46.7.05 1等 9.2.23 
2等 10.3.26 
3等 4.8.06 
4等 22.2.10 

畠： 2.0.18 2等 2.0.18 
深町 田： 42.7.05 5等 2.2.17 

6等 10.0.01 
8等 30.2.17 

古川 田： 1.7.17 2等 1.7.17 宅地（30件分）
畠： 1.3.12 2等 1.3.12 28.7.27 

墓地
0 .1.12 
薮

1.0. 0 
社寺境内
4.5.03 

別田 田： 45.7.29 2等 2.5.16 
3等 0.2.18 
4等 6.3.05 
5等 1.8.24 
6等 29.7.23 
7等 5.0.03 

畠： 6.2.27 1等 4.7.18 
2等 1.4.27 
3等 0.0.12 

無田 田： 27.5.18 7等 3.6.21 
8等 1. 7 .12 
9等 22.1.15 

荒地： 9.3.0 
無国々 田： 33.3.09 7等 10.8.05 

8等 22.5.04 
邑田 田： 31.0. 09 4等 20.2.27 

5等 10.5.12 
柳井町 田： 33.0.18 1等 0.2.12 

5等 7.8. 0 
6等 25.0.06 

畠： 0.0.12 3等 0.0.12 
養老 回： 0.4.0 3等 0.4. 0 宅地（30件分）

畠： 2.7.09 2等 2.5.18 23.2.27 
3等 0.1.21 墓地

0.5.12 
薮
3.9.03 
社寺境内
2.0.06 

若宮 回： 31.4.27 1等 2. 7.12 
2等 4.8.27 
3等 5.5.02 
5等 17.0.23 
6等 0.9. 0 
7等 0.3.23 

注）単位は、反．畝．歩とする。
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別表3 板持地区字名一覧

字名
赤間町

預り
甘酒

あみた免

安田町

池尻

石羽根

石町
市ノ町
五日ヒ田

井出

いなき
いやよし
牛飼

梅春

梅松
扇田

大てぎ

大ノ回

大間

おこなひ

おさ田

乙丸

買添

かきやね

鍛冶屋

かね付

上かいそへ

上川原

上敷町

上花ノ木

上深町

神屋敷

上屋敷坪

かり分ケ
川崎

川原

くずし
口ノ坪

くよミ

蔵ノ元

けふて

古かの畠

御給

九日川原

五ノ坪

崎田崎

三角田

三月田

地余

灘欝
敷町

地蔵給

七ノ坪

地宝寺

下かいそへ

下川原

下くすし
下敷町

下鶴町

下花ノ木

下深町

下屋敷ノ坪

十ノ坪

正ノ坪

正町
四郎丸

神田

杉ヶ元

そたの元

外畠

田崎

七夕

辻

史料
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治21][昭和11]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21][昭和11］［聞取］

［聞取］

［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［附録］［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［聞取］
［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11]［聞取］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21][昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8］［地理］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［町村書上］［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［昭和11]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［拾遺］［天保8］［聞取］
〔天保8]
［天保8］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［拾遺］［天保8］［聞取］
［天保8]
［附録］［町村書上］［拾遺］［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11]［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［拾遺］［天保8］［地理］［明治8］［明治15］［明治21］［聞取］
［天保8]
［天保8]

字名
土穴
っ、田

鶴町

寺地

天神免

天神森

とふめん
とふろ免
中の坪

長元

名越

西日

西けご

西長元

西八反田

嬢犠
二ノ町
のり貞
箱田

橋ヶ元

はぜ町

へ

回

田

ふ

元

元

田

木

か

；

反

や

し

j
i－－
i

田

敷

町

ど

町

元

郎

町

ノ

後

ノ

田

坪

反
ノ
り
磁
八
し
機
渡
川
、
又
生
機
屋
畝
う
こ
ノ
太
入
回
堀
田
藤
田
ノ
堀
た
た
田
作
敷

八
花
は
謙
東
び
開
一
弘
火
線
二
仏
議
古
文
ほ
ほ
堀
本
前
前
前
松
山
欝
官
官
向
む
む
村
元
屋

横田

横花ノ木

よわす

四反田

四ノ坪

六ノ坪

義務

史料
［天保8］［聞取］
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［間取］
［天保8]
［附録］［拾遺］

［拾遺］

［天保8]
［天保8]

［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11]［聞取］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21]
［天保8]
［明治8］［明治15］［明治21]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21][昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]

［聞取］

［地理］［昭和11]
［天保8］［地理］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8］［聞取］
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]

［天保田

［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［関取］
［天保8]
［天保8]
［昭和11]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11]［聞取］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21][昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8]
［天保8］［聞取］
［天保8］［明治8］［明治15］［明治21］［昭和11］［聞取］

註）111:1は地籍集積図に記載されている地名
典拠一覧）

［附 録］：『筑前国続風土記附録』（文献出版、 1977)

［町村書上］：『筑前町村書上帳』（文献出版、 1992)

［拾 遺］：『筑前国続風土記拾遺』（文献出版、 1973)

［天保 8J：「天保八年酉板持村田畠名寄帳」（『朱雀文書』）
［地 理］：「福岡県地理全誌」（『福岡県史』近代史料編福岡県地理全誌（六））

［明治 8］：「地所取調帳」（九州文化史施設所蔵）

［明治 15］：「明治十五年字小名調」（『福岡県史資料』 7)

［明治 21］：「地所取調帳」（九州文化史施設所蔵）

［昭和 11]：「昭和十一年九月土地台帳」（板持区所蔵）

円。
円
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註

(1) 『大日本古記録小右記』 11 寛仁3年8月3日条

( 2) 糸島郡域の条里を復元したものとして、是松茂男「恰土郡瑞梅寺川の条里遺跡」（『糸高論集Jl2、

1950年）、日野尚志「筑前国恰土・志麻郡における古代の歴史地理学的研究」（『佐賀大学教育学

部研究論文集』 20、1972）があるO

( 3) 『南北朝遺文』 5090・5474・6022。なお、吉富名という地名は、志登社領として筑前国内に存在

したことが『詫間文書』中に見えるが（『鎌倉遺文』 29950・29971・『南北朝遺文』 2334）、板持庄

吉富名と同一であるかどうかは不明。

( 4) 『大宰府・太宰府天満宮史料』 13 p.307～309、『同』 14 p.115 

( 5) 『大宰府・太宰府天満宮史料』 14 p.383～384 

( 6) 『大宰府・太宰府天満宮・博多史料』続中世編8 p.1374 

( 7) 『志賀海神社文書』。なお、同文書中には霜月10日付でほぼ同内容の社領目録も存在する。この両

通は年未詳であるが、大谷光男氏は文禄から慶長期のもので、秀吉の検地以前のものと比定して

いる（「志賀海神社所蔵文書」『史観』 70、1964）。

( 8) 『恰土荘史料』 203号文書

( 9) 『改正原田詰附録』 351号文書。「にしけこ」は天保8年の「板持村田畠名寄帳」（『朱雀文書』）に

も「にしけご」という地名が見え、これに比定できるO

(10) 『恰土荘史料』 231号文書.241号文書等

(11) 『改正原田詣附録』 351号文書。ただし、「とくほう」は「板持村田畠名寄帳」には見えない。

(12) 『恰土荘史料』 214号文書の天文10(1541）年、是松氏に与えられた「御給地ひしゃ丸之内くらの

本」は「板持村田畠名寄帳」の「びしゃ丸」「蔵ノ元」という地名に比定できょう。

(13) 『朱雀文書』（『福岡県史資料』第10輯）

(14) 『朱雀文書』（『福岡県史資料』第10輯）

(15) 『福岡県史資料』第 1輯、この史料については、本多博之「小早川秀秋の筑前支配と石高制」

（『九州史学』 117、1997年）に詳しい。

(16) 『福岡県史資料』

(17) 『福岡県史資料』第8輯附図

(18) 『福岡県史資料』第6輯附図

(19) 『福岡県史資料』第2輯

(20) 『朱雀文書』

(21) 『朱雀文書』

(22) 九州大学九州文化史研究所所蔵

(23) 『福岡県史』近代史料編福岡県地理全誌（六）

(24) 板持区区有文書

(25) この他、「自天正寛文年間古記」（『朱雀文書』、『福岡県史』近世史料編 年代記（ー））には、天

正16(1586）年と文禄4 (1595）年に検地があった旨を記し、その田昌の地積と石高は、それぞ

れ、田畠73町高330石、田畠55町高540石となっている。

(26) 秀村選三「徳川期における農家の年中行事記録－筑前朱雀家と筑後河北家－」（喜多野清一『家

ーその構造分析』創文社、 1959年）

(27) 字養老では、他に朱雀氏の墓地（本家とは別）および浄土真宗本願寺派真行寺境内にも宝鑑印塔

po 
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の一部が残存するが、当初よりその地に所在したかどうかは不明である。

(28) 秀村氏前掲註 (1）論文

(29). 是松氏前掲論文

(30) 預かり・御給・若宮・扇田・柏町・木ノ元・土穴・前田・池尻・四郎丸・むた・むた田が右岸に

比定できるO

(31) 乙丸・上飼いそへ・上深町・神屋敷・川崎・崎田崎・地蔵給・地宝寺・下飼いそへ・下鶴町・下

花ノ木・下深町・二ノ町・八ノ坪・東口・深町・二又・古川・養老・市ノ町・門田・上花ノ木・

九ノ坪・蔵ノ元・五ノ坪・七ノ坪・正ノ坪・田崎・十ノ坪・西口・西福・村田・柳井町・四ノ坪・

六ノ坪・塩屋・鶴町が左岸に比定できる。
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